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最後に

産業革命以降1度以上の気温上昇で珊瑚礁は白化が始まるとされており、すでに
白化現象の世界的な多発が報告されている（Graham et al. 2006）。また、2005年12
月には、初めて国連が公式に移民を援助した高潮難民100人がバヌアツ共和国で発
生した。すなわち、温暖化の被害はすでに現実のものとなっていたり、あるいは
近い将来に起こることが予想されたりするものとなっており、決して50年後や100
年後のような遠い将来のことではない。
一方、2006年３月29日のホワイトハウスでの記者会見にてブッシュ前米大統領

は、温暖化が起きていることは認めるものの、人為的二酸化炭素排出が原因であ
ることを疑うような発言をしている。すなわち、懐疑論者と同じことを公式の場
で発言している。そのブッシュ前大統領に関して、彼に実質的に解任されたポール・
オニール元財務長官（世界最大のアルミ精錬会社アルコアのCEOを13年間務めた）
は「米国が京都議定書から離脱した理由は、温暖化対策が石炭・石油業界などのブッ
シュ政権の支持基盤の利益に背くと大統領およびチェイニー副大統領が判断した
ため」という趣旨の発言をしている（サスキンド 2004, p.160）。
このように、温暖化対策を遅らす余裕を人類は持たないはずなのに、ドロドロ

とした政治や利益集団、そして彼らに意識的、あるいは無意識的に操られた懐疑論
者が相も変わらず足を引っ張っている。しかし、温暖化対策を進めることは、温
暖化防止のためだけではなく、本稿でも繰り返し述べてきたように資源の有効利
用、貧困削減、そしてエネルギー安全保障という側面でも非常に重要な意味を持つ。
したがって、自己利益だけのために温暖化対策に反対する人々に都合よく使われ、
温暖化対策は必要不可欠という社会意識の醸成を阻むボディーブローのように効
いている懐疑論に対しては、（疲れるなと思いつつも）一つ一つ丁寧に反論をして
いかねばと思う。

＜謝辞＞ 本稿を書くに当たっては、小倉正氏、伊藤幸喜氏に多大なご協力を頂き
ました。また、気象研究所の石原幸司氏から貴重な情報を頂きました。
ここに感謝の意を表します。
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